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　京都大学防災研究所は北海道大学大学院理学研究
院、秋田大学工学資源学部、東北大学大学院理学研究
科、東京大学地震研究所、東京工業大学火山流体研究
センター、名古屋大学大学院環境学研究科、京都大学
大学院理学研究科および工学研究科、島根大学総合理
工学部、九州大学大学院理学研究院、鹿児島大学理学
部および気象庁、海上保安庁などの連携観測研究事業
として第 7次火山噴火予知計画に基づく人工地震探査
を桜島火山において 11 月上旬に実施しました。人工
地震探査は、発破により人工的に地震動を発生させ、
その地震波形を陸上及び海底に設置する多数の地震計
で観測し、それを解析することにより地下構造を推
定するものです。火山噴火予知計画に基づく同様の探
査は、1994 年以降、霧島山、雲仙岳、磐梯山、阿蘇
山、伊豆大島、岩手山、有珠山、北海道駒ケ岳、富士
山、口永良部島、浅間山の 11 火山において実施され
てきました。今回の桜島における人工地震探査では総
量 2トン以上のダイナマイトが 15 か所において爆破
され、常設観測点とあわせて約 700 点の地震計により
観測されました。また、参加した研究者、学生は 100
名近くに及びこれまでの探査で最大規模のものとなり
ました。

　桜島では南岳において 1955 年以降、爆発が繰り
返されてきました。最近は火山灰もあまり降らなく
なりましたが、表面上の静穏化とは逆に、桜島の北
部、姶良カルデラの中央部の深さ 10km 付近におい
てマグマが蓄積されつつあり、最近約 10 年あまりで
約 9千万立方メートルのマグマが蓄積されたことが観
測によってわかってきました。また、地下の地震活動
も 2003 年以降活発化、広域化の傾向にあります。さ
らに 2006 年から昭和火口で 58 年ぶりとなる噴火が発
生し、それ以降も小規模ながら噴火が時々繰り返され
るなど、桜島は次の噴火の準備段階にあると考えられ
ます。この調査は、ダイナマイトの発破によって励起
された地震波を用いて桜島の火山体構造を調べ、マグ
マ溜りの正確な位置やその大きさ、桜島の北部から南
岳に至るマグマの経路を明らかにすることにより噴火
予知に役立てようとするものです。下の図は桜島の地
下構造とマグマが蓄積されていく様子を描いたイメー
ジ図です。レントゲン写真やCTスキャンで人間の体
を調べるように、このイメージ図をもっと正確に詳し
くしていこうとするのが火山体構造探査の考え方で
す。この探査により桜島のマグマの供給系の具体的イ
メージ化、マグマの動きの推定精度の向上などが期待
されます。
　観測は 11 月 1 日から鹿児島湾北部の姶良カルデラ
の海底に地震計を設置することによりはじまりまし
た。過去の火山体構造探査では伊豆大島において測線
の端に海底地震計を設置したことはありましたが、今
回のように測線の中央部、マグマ溜りが存在すると考
えられる海域の直上に海底地震計を設置するのは初め
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地球物理学的観測から推定される
桜島のマグマ供給系

人工地震を発生させる発破点と観測点の配置図
 　　★：発破点。S1 ～ S15 の 15 地点。ラベルなしは小発破 S9 ～ S15
　　■：海底地震計 (30 台 )　その他の記号：地震計（約 650 台）
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ての試みです。鹿児島大学、海上保安庁海洋情報部、
気象庁が中心となり 32 台の地震計を投入しました。
11 月 3 日から 5 日までに陸上部でも地震計とロガー
の設置が行われました。桜島は爆発的噴火活動が活発
であるために南岳の火口から 2km 以内は立ち入りが
禁止されています。火口近傍に地震計を設置すること
はできなかったのですが、桜島島内および姶良カルデ
ラの周辺部に人工地震探査のために約 680 台の地震計
を設置しました。爆破は 11 月 5 日の 22 時 2 分から翌
未明 1 時 37 分にかけて 15 か所で行いました。その内
訳は 200-300kg 級のダイナマイトを爆破した発破点が
8 か所、20kg 級の発破点は桜島の東～北部の 7 か所
です。桜島大正溶岩原にある発破点は公開発破点とし
多数の報道関係者が取材に詰めかけ、NHK のニュー
スウォッチ 9 でも放送されました。現在、桜島の具体
的構造を解明すべく解析を進めているところです。

（火山活動研究センター　井口　正人）

2009年 2月

海底地震計設置作業

　防災計画、地域防災システムに関する今日的な課題
は多岐に亘りかつ複雑であるため、その課題解決には
様々な分野の研究者が個々に取り組むだけでなく、相
互に知恵を出し合い連携しなければならない状況に
なっています。このような背景から、2006 年度より
年 1 回、防災計画研究発表を開催して参りました。本
発表会では、地域防災に携わる土木、建築、情報学、
心理学、社会学などの研究者および実務者が一同に集
い、実践的・理論的な研究発表を行い、それらについ
て様々な視点から討議するとともに、地域防災に関す
る今日的課題や今後の展開について議論する場と成っ
ています。さらに、平常時から広く地域防災力に関す
る情報交換を行い、研究上の課題を継続的に発見して
対応し、その成果を共有化するとともに、社会に還元
していくためのネットワーク構築を目指しています。

　本年度は、2008 年 10 月 24 日 25 日の両日、京都大
学生存圏研究所・木質ホールにて本計画研究発表会
を開催いたしました。研究者・実務者により計 38 件
の研究発表が行われ、 活発な討議がなされました。今
回は、災害復興ガバナンス、BCP・被害想定、災害対
応支援、リスクコミュニケーション、防災まちづく
り、防災意識、地域復興、被害波及、協力と連携など
多岐にわたる個別の研究発表の他に、防災対策の埋
没効果の計量化と可視化（オーガナイザー：高木朗義

（岐阜大学教授））、滋賀県における流域治水への取り

組み（オーガナイザー：多々納裕一（京都大学教授））の
2 つのスペシャルセッションを設け、これらのテーマ
に関する活発な討議が行われました。会の最後には、
今後の展開および防災計画の体系化について総括討議
をおこないました。
　詳細は、防災計画研究発表会のホームページ
http://imdr.dpri.kyoto-u.ac.jp/IPwiki/index.php?forum2008
をご参照下さい。

（社会防災研究部門　多々納　裕一）

研究集会　workshop

 第 3回防災計画研究発表会 
－様々な視点から地域防災を考える－

第三防災計画研究発表会の様子



4

DPRI Newsletter No.51

　平成 20 年 10 月 29 日（水）に、京都大学宇治キャン
パス木質ホールにおきまして、京都大学防災研究所 
研究集会（20K-05）「都市水害の複雑さに挑む　―その
予測と対策―（研究代表者：関西大学環境都市工学部
教授 石垣泰輔）」を開催しました。研究集会では 7 件
の話題提供があり、参加者は計 73 名でした。
　都市水害時には、地下空間や道路のアンダーパスの
浸水により人命が奪われるような事故が発生する危険
性があります。また突然の浸水が市民の生活に大きな
混乱をもたらす可能性も危惧されます。このような背
景から本研究集会は、都市水害の「やっかいさ」を理解
し、それをいかに予測するか、また実際に起こったと
きにどう対応するかという課題について、最新の研究
成果をもとに議論を深めることを目的として行われま
した。
　話題提供の内容は、浸水時の避難に関する実験、地
下浸水時の避難解析、福岡市・高松市・飯塚市を対象
とした都市水害モデルの開発およびその適用などでし
た。それらをもとに、都市水害の予測や対策につい
て、様々な角度から考える機会を持つことができまし
た。また実務に結びつく話題が多く含まれていたこと
もあって、参加者のおよそ 1/3 が民間企業の人達でし

た。各話題に対する討議も活発で、総合的に見て所期
の目的は概ね達成したと考えています。
　今後は都市水害に関する調査研究や技術開発が、産・
官・学の連携の下、いっそう進展することが期待され
ます。また都市水害研究が、水害の予測や対策だけに
限定されるのではなく、都市域の水環境質の研究や、
都市再生や街づくりの研究と関係を深めていくこと
が、ますます重要となります。

（流域災害研究センター　戸田　圭一）

研究集会での活発な討議の様子

 京都大学防災研究所　研究集会（20K-05） 
都市水害の複雑さに挑む　－その予測と対策－

　気候の温暖化が徐々に進行する中、異常高温や集中
豪雨、大寒波・豪雪など人的・物的災害をもたらす異
常気象が近年頻発する傾向にあります。しかし、異常
気象をもたらす大気循環偏差の形成メカニズムや予測
可能性については、未解明の課題も依然として存在し
ます。そこで、その解明と、海洋との相互作用や地球
温暖化との関連性等に関する理解を深めることを目的
とし、全国の大学・研究機関と気象庁の第一線の研究
者を一同に集め、研究発表と討論を行うために、標
記研究集会（研究代表者 : 東京大学大学院理学研究科 
中村 尚准教授 ; 所内担当者 : 向川 均）が、2008 年 10
月 30 日・31 日に、木質ホール大セミナー室において
開催されました。本研究集会には、全国の大学や、気
象庁及び、研究機関や一般企業から 72 名が参加し、2
日間で 33 件の発表が行われました。

　これらの発表では、対流圏循環の中長期予報に対す
る成層圏循環や熱帯循環の影響、最新のアンサンブル
予報システムの紹介、モデル誤差の影響を取り入れ

た新しいアンサンブル予測手法の提案、秋季の北極海
海氷変動が初冬の東アジア循環場に影響を与えるメカ
ニズムの考察、いわゆるゲリラ豪雨が多発した 2008 年
夏季の日本付近における特徴的な循環場の解析と力学
要因、21 世紀気候予測実験結果を用いた地球温暖化に
伴うブロッキングやストームトラックなど大気循環場

 京都大学防災研究所　研究集会（20K-01） 
「異常気象と気候変動　－メカニズムと予測可能性－」報告

研究集会参加者
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　2008 年 11 月 5 日から 11 月 7 日の 3 日間、中央大
学駿河台記念館において京都大学防災研究所共同利
用研究集会（20K-04）が開催されました（研究代表者：
東京大学大学院工学系研究科教授 東畑郁生）。本研究
集会は、社団法人 地盤工学会と連携して第 4 回国際
洗掘侵食会議を開催し、流域の環境・防災に深く係る
様々なスケールの水・土相互作用に関する学際的な取
組みの進展を図ることを目的としています。
　国際洗掘侵食会議シリーズは、国際地盤工学会に
おける“Geotechnics of Soil Erosion”専門委員会の活
動（委員長： Jean-Louis Briaud 教授）の中心をなすも
のです。第１回会議は 2002 年（アメリカ）で開催され、
以来、2004 年（シンガポール）、2006 年（オランダ）と
隔年に開催されてきました。今回が 4 回目となりま
す。第 4 回国際洗掘侵食会議の日本招致に際しては、
地盤工学会関東支部の発議をうけて、地盤工学会の
もとに実行委員会（委員長： 京都大学防災研究所教授 
関口秀雄）が組織され、土木学会、砂防学会、日本地
すべり学会との連携体制が整えられました。
　第 4 回国際洗掘侵食会議（ICSE-4）では、招待基調
講演 7 件、一般口頭発表 89 件が行われました。会
議論文集（CD 付）には、基調講演論文 7 編および
査読採択論文計 102 編が収録されています（ISBN 
978-4-88644-815-6）。会議は世界各地（20 数ヶ国）より
計 150 名の参加者を得て、活発な研究討議が行われま
した。本国際会議のテーマが学際的であることは、基
調講演の演題からもよくうかがわれます。
1.  Jean-Louis Briaud 教授（アメリカ）：“Case histories 

in soil and rock erosion: Woodrow Wilson Bridge, 
Brazos River Meander, Normandy Cliff s, and New 
Orleans Levees”

2.  Bruce Melville 教授（ニュージーランド）：“The physics 
of local scour at bridge piers”

3.  藤田光一博士（国土技術政策総合研究所）：“How 
is the gap between the concept and practice of 
integrated sediment management bridged?”

4.  Michael Heibaum 博士（ドイツ）：“Design and 

practice of scour and erosion countermeasures in 
waterways”

5.  佐藤愼司教授（東京大学）：“A comprehensive 
study on sediment movement in Tenryu River 
Watershed and Enshu Coast”

6.  B. Mutlu Sumer 教授（デンマーク）：“Coastal and 
off shore scour/erosion issues ‒ Recent advances”

7.  Harry Yeh 教授（アメリカ）：“Tsunami scour and 
sedimentation”.

　本国際会議では、河川源頭部での地すべり（土砂生
産）から河口・沿岸域での侵食・堆積を含めた流域一
貫での総合土砂管理など、流砂漂砂系におけるマルチ
スケールの地形変化問題について、地盤工学、水工学、
海岸工学、砂防学、堆積学等の個別学問分野の枠を超
えた新鮮な議論が行われたように受けとめています。
　国際会議 2 日目には、昼休みの時間帯を活用して、
本研究集会のコアメンバーが一堂に会し、今後の学術
連携に向けた意見交換が行われました。次回国際洗掘
侵食会議（ICSE-5）は 2010 年 11 月にサンフランシスコ
において開催されます。本研究集会が契機となり、よ
り活発な学術交流の場に発展していくことを期待して
います。

（流域災害研究センター　関口　秀雄）

 京都大学防災研究所　研究集会（20K-04） 
～第4回国際洗掘侵食会議～

の変化傾向の解析とその考察、20 年から 30 年先の近
未来気候変動予測に必要な海洋循環場に対する初期値
作成法など、非常に幅広い分野について、大変興味深
い研究成果が報告されました。また、各研究発表では
20 分間の講演時間を確保し、各セッション間の休憩時
間も増やしたため、学会とは異なり、それぞれの新し
い研究成果をもとにした熱心な議論や、研究者間の率
直な意見交換が活発に行われ、参加者からも大変有意
義な研究集会であったとの意見を多く頂きました。

　今回の研究集会は、平成 15 年度に行われた防災研
究所特定研究集会（15S-3）「対流圏長周期変動と異常気
象」の第 6 回目に相当します。今回も、大学院生など
の若手研究者によって大変優れた研究成果が数多く発
表されたことは、大変印象的でした。従って、異常気
象研究を担う次世代の研究者育成という観点からも、
この研究集会をこれからも毎年定期的に開催していく
べきであると考えます。

（気象・水象災害研究部門　向川　均）

会議の様子
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　2005 年に神戸で開催された国連防災世界会議での
洪水・地すべりに関するテーマセッションでの結論、
2006 年に採択された国際斜面災害研究計画（IPL）推進
に関する東京宣言に基づいて、第一回斜面防災世界
フォーラム「国際斜面災害研究計画に関する 2006 年東
京行動計画の実行に向けて」が 2008 年 11 月 18 ～ 21
日に東京の国連大学において開催されました。

　国連国際防災戦略（UN-ISDR）Salvano Biceno 事務
局長、ユネスコ Badaoui Rouban 防災課長、食糧農業
機関（FAO）Jose-Antonio Prado 森林管理部長、国際
科学会議（ICSU）Thomas Roswall 理事長、国際連合大
学 Konrad Osterwalder 学長、国際斜面災害研究機構

（ICL）佐々恭二会長らの国際機関を含め、48 カ国 430
人の参加がありました。この国際会議は、京都大学も
主催者の一つであって、防災研究所からは岡田憲夫、
千木良雅弘、釜井俊孝、寶　馨、福岡 浩、山敷庸亮、
汪発武、王功輝、小林健一郎、地球環境学堂からは 
Rajib Shaw（以上敬称略）など 15 人が参加しました。

　高橋保京都大学名誉教授（元防災研究所長）の特別講
演のほか、中国・四川地震による地すべり、海底地す

べり、地球変化と地すべりリスクなど 10 件の特別講
演、20 もの専門分科会や国際活動分科会、国連大学
２階での１ヶ月にわたる一般公開パネル展示を行うと
ともに、近年大きな斜面災害のあったフィリピン・レ
イテ島、中越地震の旧山古志村、愛媛県西条市から児
童 52 名、市長、議員ら関係者を招へいし、子供フォー
ラムを開催しました。

　会議の初日には、第 3 回 IPL 地球規模推進委員会
（Salvano Biceno 議長）により認定された斜面災害危険
度軽減に関する世界的研究拠点（WCOE）として、米
国地質調査所（USGS）、ローマ大学ジオリスク研究
所、日本地すべり学会、南アフリカ連邦地質科学会議

（Engineering Geoscience Unit）など 12 機関に対する
認定証授与式が行われました。最終日にはハイレベ
ルパネル討論の結果に基づいて参加者一同にて 2008
年東京宣言「国連国際防災戦略における国際斜面災害
研究計画の強化」を採択しました。また、第二回斜面
防災世界フォーラムは、2011 年 9 月下旬にローマの
FAO 本部で開催されることが決定されました。

（社会防災研究部門　寶　馨）

 第一回斜面防災世界フォーラム開催 

第１回斜面防災世界フォーラム開会式後の集合写真（2008 年 11月 18日、国連大学 ウ・タント ホールにて）

　防災研究における現地観測の重要性は論を待ちませ
んが、新たな研究手法の導入や、学問の総合化・学際
化の進展、学術関係予算の縮減などにより、内的にも
外的にも変質を迫られています。一方、これら研究環
境の変質は、良質なデータに対する価値の再認識や、

観測ステーションの多機能化・高機能化を目指した拠
点化など、現地観測的研究を転換・発展させる可能性
も秘めています。
　以上の背景に基づき、流域災害研究センターでは、
平成 20 年 11 月 24 日・25 日の両日、和歌山県教育互

 平成 20年度京都大学防災研究所附属流域災害研究センターシンポジウム 
「流域圏の防災・環境研究に果たす沿岸域フィールド・スタディの役割と展望」開催報告
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齋藤文紀先生のご発表 会議の様子

助会白浜保養所　むろべ（和歌山県西牟婁郡白浜町）に
おいて標記シンポジウムを開催しました。本シンポジ
ウムでは、災害事象に代表される大気・水・土砂の流
動とそれらの相互作用、さらにこれらによる人類の生
存基盤の安定・不安定をも含めた観測をフィールド・
スタディと定義し、人口および資産が稠密に展開する
沿岸域における防災・環境研究の発展・深化に向けて、
フィールド・スタディの果たすべき役割について検討
しました。特に、沿岸域フィールド・スタディの前線
基地としてのポテンシャルを持つ白浜海象観測所の立
地する白浜町において、共同利用の活性化等を含む観
測ステーションのあり方に関して研究所内外の意見を
集約することで、沿岸域における防災研究の今後の展
開に資することを目的としました。
　シンポジウムには、所外 6 名、所内 5 名の話題提
供者を含む 32 名の参加をいただきました。話題提供
者は以下のとおりです（敬称略）：水山高久（京都大
学）、中村太士（北海道大学）、武田　誠（中部大学）、
大澤輝夫（神戸大学）、中辻啓二（大阪大学）、齋藤文紀

（産業技術総合研究所）、竹門康弘・張　浩・河井宏允・
森　信人・米山　望（以上防災研究所）。各話題提供者
からは、大気・山地・河川・都市・河口・沿岸・生態

といった流域圏を構成する研究対象について、近年の
研究動向と今後の展望が紹介されると共に、流域圏総
合研究の展開に向けた課題の指摘やそこで隔地施設が
果たすべき役割への期待等が示されました。各研究分
野において、近年の数値解析的手法の発展に因る最新
の成果が披露される一方で、多くの話題提供者が現地
観測の重要性、とりわけ現象の本質的理解には良質な
観測データが不可欠であり、その確保に向けた努力が
一見回り道のようであっても研究の進展に大きく寄与
することを強調されていたことが印象的でした。また、
紀南の穏やかな気候とアットホームな雰囲気のもと、
普段の学会とはひと味違う顔合わせによる専門の垣根
を越えたクロスオーバーな議論は深夜まで続き、参加
者の充足感を高めたことと思われます。流域災害研究
センターでは、隔地施設の一層の活性化へ向けたこの
ような活動を今後も続けていきます。
　なお、本シンポジウムの開催にあたっては、財団法
人防災研究協会より研究助成（研究発表会等の共催（後
援））をいただきました。深甚なる謝意を表します。
　　　（流域災害研究センター

武藤　裕則・芹澤　重厚・東　良慶）

　京都大学防災研究所は 1993 年 7 月にインドネシ
アの鉱山エネルギー省地質鉱物資源総局と「インドネ
シア・ジャワ島における火山噴火機構とテクトニク
スに関する国際共同研究」の協定を締結し、15 年に
わたって共同研究を実施してきました。現在の協定
は 2006 年 6 月に防災研究所と地質鉱物資源総局から
改編された地質学院（Geological Agency）の間で締結
されたものです。具体的な研究計画については、防
災研究所側の火山活動研究センターと、インドネシ
ア地質学院側の火山地質災害軽減センター（Center 

for Volcanology and Geological Hazard Mitigation; 
CVGHM）が、インドネシアのグントール火山、メラ
ピ火山、スメル火山における観測網の設置と観測・
調査や留学生、研修生の受け入れを通して研究成果
を積み上げてきました。これまで 1998 年と 2003 年
に 5 年毎の研究成果を総括するための国際シンポジ
ウムを地質学院のあるバンドン市において開催しま
したが、5 年の節目に当たる 2008 年 12 月に 3 回目の
国際シンポジウムを開催しました。

 インドネシアにおける国際シンポジウムの開催 
－火山災害評価のための火山噴火のモデル化に関するアジア国際シンポジウム－
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　国際シンポジウムは「火山災害評価のための火
山噴火のモデル化に関するアジア国際シンポジウ
ム（Asian International Symposium on Modeling 
of  Volcanic Erupt ion for  Volcanic Hazard 
Assessment）」と題して、12 月 1 日から 2 日までバ
ンドン市内の地質学院講堂において研究発表が、12
月 3 日から 4 日まで東ジャワのケルート火山におい
て野外巡検が行われました。今回のシンポジウムは
共同研究の実施母体である京都大学防災研究所と
CVGHM に、日本学術振興会と東京大学地震研究所
が加わり、4 者の共催になりました。また、防災研究
協会からは後援をいただきました。日本やインドネ
シアは世界でも有数の火山地域ですが、それ以外に
もフィリピンやパプアニューギニアには多数の活火
山があり、アジア地域の火山は環太平洋火山帯の西
縁を形作っています。火山活動の活発さは火山災害
に直結し、過去に多くの災害が繰り返されています。
本シンポジウムの目的は環太平洋アジア諸国の共通
の課題である火山災害の軽減のために、最新の火山
学研究の成果とその火山噴火予知への応用について
意見交換し、火山災害評価のための方策を議論する
ことですが、特に、噴火観測データと噴火モデルに
関する検討を行うことによって日本とアジア諸国の
若手研究者の交流も含めた共同研究の推進をはかり、
火山災害軽減のための火山学研究及び火山噴火予知
研究に関する研究ネットワークの形成を目指すこと
に重点が置かれています。日本からは 21 名、インド
ネシアからは約 80 名の研究者が参加し、フィリピン
から 2 名、シンガポールから 1 名、パプアニューギ
ニアから 1 名を招へいしました。また、インドネシ
アと国際共同研究を行っている米国、フランス、イ
タリア、ベルギー、オーストラリア、ニュージーラ
ンドなどの研究者も出席しました。

　開会式では CVGHM の所長で組織委員長の Surono
氏が開会を宣言し、ついで地質学院長の Sukhyar 氏
が式辞を述べ、あわせてインドネシア・エネルギー
鉱物資源大臣の祝辞を代読しました。日本側からは
石原和弘防災研究所長が挨拶し、日本－インドネシ
ア両国間の火山研究と最近のインドネシアの火山活
動について評価しました。日本学術振興会前澤綾子
地域交流課長の挨拶は、所長の代読によってなされ
ました。また、中田節也教授が東京大学地震研究所
と IAVCEI（国際火山学および地球内部化学協会）を
代表してスピーチを行いました。インドネシア・日
本双方の式辞の間には 2007 年 11 月に溶岩ドーム
を火口湖の中に形成したケルート火山の火山活動と
CVGHM の危機管理対応についてビデオが上映され
ました。また、開会式の最後では長年インドネシア
の火山ガス調査と留学生などの教育に携わってきた
平林順一東京工業大学名誉教授が表彰を受けました。
開会式後、九州大学の清水洋教授とシンガポール・
Nanyang 工科大学の Newhall 教授が基調講演を行

いました。清水教授は「Development of the Project 
for Prediction of Volcanic Eruptions in Japan」と題
した講演を行い、我が国の火山噴火予知計画におけ
るこれまでの成果と 2009 年以降の計画について述
べ、Newhall 教 授 は「Degassing effi  ciency and its 
implication for eruption precursors and explosive 
potential」においてマグマの含有ガス量と脱ガス効率
の見積もりが火山爆発とそれによる災害の予測の上
で重要であることを指摘しました。

　1 日午後から 2 日にかけて一般講演が行われまし
た。第 1 部のテーマは最近の火山噴火に見る危機管
理と住民との対話です。2007 年インドネシア・ケルー
ト火山、2005 年及び 2008 年のパプアニューギニアの
ガルブナ火山、1991 年～ 1995 年の我が国の雲仙普
賢岳、1999 － 2001 および 2006 年のフィリピン・マ
ヨン火山の事例が紹介されました。また、ラハール
など火山災害の評価についての研究についても発表
されました。第 2 部は火山噴火予知の高度化のため
の火山噴火機構のモデル化に関するセッションです。
地震学、測地学、地球電磁気学、地球化学、地質学、
岩石学など様々な手法を用いた火山噴火のモデル化
とそれらと理論的な背景からの統合について研究発
表がなされ、議論が深められました。口頭発表は 31
件、12 月 1 日の夕方に行われたポスターセッション
には 21 件の研究発表がありました。防災研究所火山
活動研究センターからは、為栗助教が噴火時及び噴
火前駆期における低周波地震のメカニズムから噴火
および前駆期の火山性流体の運動を明らかにしまし
た。横尾研究員は映像、空気振動、地震観測から桜
島火山の爆発に伴う溶岩ドーム破裂直前の微細な動
きについて研究発表を行いました。また、井口准教
授は桜島・諏訪之瀬島とインドネシアのスメル火山
の観測に基づき、これらの火山の爆発機構が共通の
モデルで説明できることとし、国際共同研究の有効
性を実証しました。

　12 月 3 日と 4 日には東ジャワのケルート火山にお
いて巡検が行われました。参加者は 40 名に及び、イ
ンドネシア国外の会議出席者のほとんどが含まれま
す。ケルート火山では 20 ～ 30 年の間隔で噴火が発
生します。山頂には火口湖があり、噴火により度々
ラハールによる災害が繰り返されました。1919 年の
噴火では 5000 人以上がラハールにより犠牲となって
います。そのため火口湖に水抜きのためのトンネル
が掘削されラハール防止のための努力が払われてき
ました。1990 年の噴火では水蒸気爆発からプリニー
式噴火に移行し多量の火山灰が周辺に堆積し多くの
家屋が倒壊しました。2007 年 11 月の噴火では 1990
年の噴火とは異なり、溶岩ドームが火口湖の中に出
現し、徐々に火口湖を埋め、200m の高さまで成長し
ました。我が国の 2000 年三宅島噴火でも指摘された
ことですが、直近の噴火活動が次の噴火活動の様式
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を予測する上で必ずしも参考にならないことを物語
る事例です。巡検では溶岩ドームの岩石のサンプリ
ングが行われ、溶岩ドームの成長過程や今後の噴火
活動の見通しについて議論されました。4 日にはスラ
バヤ近郊のシドアルジョで天然ガス掘削中の事故に
より現れた泥火山の様子と泥流対策を見学しました。
　防災研究所と CVGHM の国際共同研究の枠組みで
京都大学はこれまで多くの留学生や研修生の教育を
行ってきました。今回のシンポジウムでは帰国した
留学生が組織委員の実働部隊として重要な役割を果
たしています。また、日本で学んだことはインドネ
シアの火山観測や火山活動の評価において広く取り
入れられ、15 年間の共同研究と教育が徐々に実を結
びつつあることを実感することができました。しか
しながら、インドネシアの CVGHM でかつて 1 台
の地震計で火山噴火予知をなしえた世代は職を去り
つつあり、代わって 20 ～ 30 代の若手研究者が最近
2、3 年に多数採用されてはいますが、世代交代に
はまだ相当の時間を要し、組織全体としての噴火予
知レベルの向上は急務の課題とされています。さら
に、2007 年のケルート火山の噴火活動の形態にみら

れるように、火山噴火の切迫性をとらえていても想
定していた噴火様式と異なる噴火に至ることは日本
を含め世界中で見られることであり、火山噴火予知
研究の更なる高度化が求められています。火山噴火
予知研究の高度化のためには学術レベルの向上が不
可欠ですが、今年 8 月にアイスランドで開催された
IAVCEI 総会には、フィリピンからの出席者はわず
か 3 名、インドネシアからは出席者なしという状態
でした。このアイスランドの IAVCEI 総会では 2013
年の IAVCEI 総会は火山活動研究センターのある鹿
児島市で開催されることが決議されています。活火
山桜島を擁する鹿児島市での火山会議の開催に魅力
を感じてのことだと思われますが、活動的火山を多
数有するインドネシア、フィリピンなどアジア地域
の研究者を火山会議に取り込んでいくことへの期待
感の表れでもあります。アジア地域での研究ネット
ワークの拠点形成を通して、同地域の学術レベルの
向上による火山噴火予知の更なる高精度化のために
我が国の果たす役割は大きいといえます。

（火山活動研究センター　井口　正人）

研究発表の聴講するインドネシアの参加者開会式において握手するSukhyar 地質学院長（左）
と石原所長（右）。中央は中田 IAVCEI 会長。

ケルート火山の溶岩ドームの前での記念撮ポスターセッション風景
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パネルディスカッション
「21世紀防災・減災戦略への提言に向けて」の様子

　第 45 回自然災害科学総合シンポジウムが、平成 20
年 12 月 11 日（木）に京都キャンパスプラザにて開催さ
れました。シンポジウムの内容は、以下のようでした。

【平成 20 年度科学研究費補助金・特別研究促進費によ
る突発災害調査研究】
 司会　吉田真吾（東京大学地震研究所教授）
　 2008 年中国四川省の巨大地震と地震災害に関する

総合的調査研究
 研究代表者　小長井一男
    （東京大学生産技術研究所教授）
　2008 年岩手・宮城内陸地震に関する総合調査
 研究代表者　海野徳仁（東北大学理学研究科教授）

【平成 19 年度科学研究費補助金・特別研究促進費によ
る突発災害調査研究】　
 司会　西上欽也（京都大学防災研究所教授）
　2007 年能登半島地震の余震に関する調査研究
 研究代表者　金沢敏彦（東京大学地震研究所教授）
　2007 年新潟県中越沖地震に関する総合調査
 研究代表者　岩崎貴哉（東京大学地震研究所教授）

【シンポジウム企画】「21 世紀防災・減災戦略と方向性」
 司会　藤吉康志（北海道大学低温科学研究所教授）
　a)  減災技術のグローバルな共有と資産としてのデー

タベースの持続的活用
 亀田弘行
 （京都大学名誉教授、防災科学技術研究所客員研究員）
　b)  観測をベースとした災害評価と適応策の提案 

 （講演 20 分、質疑 10 分）
 佐藤篤司
 （防災科学技術研究所雪氷防災研究センター長）
　c)  地震予知と火山噴火予知を統合した新しい観測研

究計画（講演 20 分、質疑 10 分）
 山岡耕春
 （名古屋大学環境学研究科地震火山・防災研究センター長）

【パネルディスカッション】
　「21 世紀防災・減災戦略への提言に向けて」
コーディネータ 
 自然災害研究協議会議長
 　　　岡田憲夫（京都大学防災研究所教授）
パネラー：
 亀田弘行
 （京都大学名誉教授、防災科学技術研究所客員研究員）
 佐藤篤司
 （防災科学技術研究所雪氷防災研究センター長）
 山岡耕春
 （名古屋大学環境学研究科地震火山・防災研究センター長）
 永井紀彦
 （（独法）港湾空港技術研究所 統括研究官）
 牛山素行
 （岩手県立大学　総合政策学部准教授）

　パネルディスカッションでは、特に「日本と国際社
会における災害の軽減に資するためのフィールド研究
はいかにあるべきか ?」にテーマを絞り、①学際的な取
組みの体制（ネットワーク）づくりと実施、②共有資産
としてのフィールド準拠型情報・文書化システムの構
築とその推進、③減災政策づくりや減災行動実践に活
用する有効な戦略に関して討論されました。フロワー
からも貴重な意見がたくさん出て、活気のある討論が
行われました。討論内容はテープ起こしをした上で自
然災害研究協議会のホームページに公開するととも
に、討論内容を取りまとめた結果を提言として発信す
る予定であります。写真はコーディネータ（岡田議長）
とパネラーの皆様です。

（気象・水象災害研究部門　間瀬　肇）

 第 45回自然災害科学総合シンポジウム報告 
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　台風は最も激しい気象擾乱であり、顕著な災害をも
たらします。台風被害の低減のためには、台風の観
測・予報精度の向上だけでなく、それと連動した避難
誘導の的確な実施や、構造物の耐風・耐水性能の強化
等が求められています。この期待に応えるには、理学
や工学の枠を越えた学際的な「台風防災学」が必要とな
ると言えます。標記研究集会（研究代表者：気象研究
所 別所康太郎）は、気象学・風工学・土木工学・災害
学といった関連分野の研究者・実務者が知見を持ち寄
り、議論を行い、相互理解を深めることを目的として、
平成 20 年 12 月 17 日・18 日に京都大学宇治キャンパ
ス木質ホールにおいて開催されました。防災研究所「台
風研究会」と称して平成 15 年度から毎年開催してお
り、今年度は第 6 回目となりました。全国の大学・研
究機関・教育機関・民間企業から 65 名が参加し、21
件の講演がありました。
　講演内容を大きく分けると、台風の強度・進路予報に
関する観測・シミュレーション研究、台風の構造に関す
る基礎研究、台風に伴う強風・高波・高潮のモデル化と
予測に関する研究、台風災害情報の社会への適用に関す
る話題といったものでした。2008 年はミャンマーにお
いて甚大な被害をもたらしたサイクロン・ナルギスが発
生した年でもあり、ナルギスによる強風・高潮予報に関
する講演があったのも時宜を得たものでした。
　招待講演として、榎本剛氏（海洋研究開発機構）
に「台風に関する予測可能性研究」という題目で、
牛山素行氏（岩手県立大学）に「最近の豪雨災害情報を
めぐる課題」という題目で発表していただきました。
榎本氏の講演は、今夏気象庁等が国際共同研究として
実施した次世代台風予報技術の開発を目指した特別観
測実験 T-PARC2008 に関連して、台風の数値予報の
現状と今度の展開について解説していただきました。
T-PARC に関する講演は他にもあり、最初の数値予報

結果からどこで観測すると次の予報の精度が最も効果
的に向上するのかを推定し、実際にその場で観測を実
施しその観測データを予報に用いるという「双方向予
報システム」というものが次世代の有力な予報技術と
いうことです。牛山氏の講演では、台風など暴風雨気
象現象に関する注意報・警報の受け手側（行政の防災
担当部署や一般市民）の対応の現実と課題について具
体的な事例を挙げながら説明していただきました。い
くら有益な情報であってもそれを活かすための受け手
側の体制が整っていることが必要であり、反対に、受
け手側の有効な対応を促すような情報発信が大事だと
いうことだと言えます。
　また、台風等気象研究の成果を利用するという立場
にある初等・中等教育機関からの講演もありました。
小学生・中学生に対する気象に関する実験を通じて、
子供の時から身近な気象現象に興味を持たせること
が、将来にわたって気象災害への関心を高めることに
繋がるという点で、地道ではありますが大事な活動だ
と言えます。研究者による最新の成果が、一般市民の
みならず小中学生にまでも分かりやすく伝えることが
大事だと痛感させられました。
　研究集会の副題にあるとおり、多彩な研究分野から
の講演があり、各講演に対する質疑・討論も活発にな
され、まずは関連分野の研究者・実務者間の相互理解
を深める活動の一助になったのではないかと思ってい
ます。台風は我が国では最も甚大な災害をもたらす自
然現象のひとつであることから、今度も理学・工学・
社会学といった幅広い分野での連携がますます重要に
なってくると考えられます。本当の意味での「台風防
災学」の構築にはまだ時間がかかると思いますが、継
続的に研究集会での議論を続けることがいずれは実に
なるものと期待しています。

（気象・水象災害研究部門　竹見　哲也）

 一般研究集会（20K-06） 
「台風災害を防ぐ－気象学・風工学・土木学・災害情報学の間に橋を架ける－」

研究集会での講演の様子
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会場の様子

島崎先生との議論

　このシンポジウムは、島崎邦彦先生（東京大学地震
研究所）が来年３月に定年退職されるのを記念して昨
年 12 月 24 日に開催したものです。島崎先生は、日本
周辺の大地震の活動や、震源、活断層、そして統計的
な地震発生評価など、地震学の幅広い分野で活躍され
ています。また、防災研究所を含む京都大学の地震学
の研究グループは、野島断層解剖計画において、1995
年兵庫県南部地震後の断層の強度回復を、透水性変化
として検出するというアイデアでも共同研究を行なっ
てきました。今回のシンポジウムは、島崎先生のお世
話になった（元）学生や共同研究者の講演を中心として
構成しました。当日は年末の忙しい時期にも関わらず、
大学院生等を含めて、30 人以上の参加者があり、議
論を深めることができました。
　前半の断層解剖計画と注水実験のセッションでは

「断層の透水性の回復はみえたか？」をテーマとして 5
件の講演がありました。島崎先生を中心に計画された

「断層の強度回復過程を断層周辺の岩盤の透水性の減
少として検出する」という試みが継続され、断層の強
度の時間変化を証明することができつつあると感じま
した。後半の震源に関する研究のセッションでは 4 件
の発表があり、ハザードマップ、地震発生に対する流
体の影響、地震のアスペリティについて最新の研究成
果が発表されました。また、それぞれの講演者が島崎
先生との関係や研究テーマに取り組むきっかけとなっ
た出来事などを紹介して、研究の背景についてたいへ
ん勉強になりました。 
　最後に島崎先生から LAST LECTURE と題してお
話をいただきました。ご自身の研究活動や東大で担当
されている学部生向けの授業の紹介を交えながら、「准
教授就任前後が将来の鍵」「地震国日本の国難をどう乗
り切るのか（考えていくことが重要）」とまとめられま
した。若い世代の育成に心をくだかれていることと、
低頻度巨大災害としての地震災害のリスクの推定とそ
の開示の社会にとっての（地震学にとってだけではな
く）重要性について真剣に語られていることが印象的
でした。さらに、ご自身の言葉を借りれば「（退職後）
これから好きなことができる大チャンス」であるにも
かかわらず、非常勤や各種委員で 1 年の平日 250 日の
うちすでに 225 日が埋まっているという試算を紹介さ
れましたが、今後も政府等の委員を続けきたいとのこ
とで、地震災害軽減にともに取り組んでいけることを
うれしく思います。
　シンポジウム終了後、京大生協宇治生協会館にて懇
親会を行いました。シンポジウムでは触れられなかっ
た研究生活でのエピソードが飛びだし、参加者一同、
多いに楽しみました。

（地震予知研究センター　加納　靖之）

 島崎シンポジウム in京都 

講演される島崎先生
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　筆者が、穂高砂防観測所に赴任して2度目の冬を迎え
ております。穂高砂防観測所での2年目の主な活動を簡
単にまとめ，この紙面をお借りして報告いたします。
■ 第 2 回土木・砂防技術者研修会
　第 1 回目の H19 年に引き続き、H20 年も 7 月３日
から５日まで，土木・砂防分野の若手技術者を対象と
した研修会「土木・砂防技術者のための奥飛騨砂防研
修会（NPO 法人「山の自然文化研究センター」主催）」が
開催されました（当観測所も共催の形で参加）。防災研
からは、流域災害研究センターの藤田教授と筆者、技
術室の吉田室長、山崎室員が参加しました。研修会で
は、土木・砂防の現場最前線で働く若手技術者への研
修を通じて、共にこれらの知識習得・技術向上を目指
すというもので、土木・砂防系コンサルタント会社の
技術者 18 名を含む 42 名が参加し、昨年にも増した盛
り上がりを見せました。研修の内容としては、土砂生
産・流砂に関する講義や、土砂生産現場・砂防施設等
の現地見学もありましたが、メインイベントとして、
今年は観測流域内に設置されている試験堰堤からの排
砂実験を利用して、昨今地震などで発生する天然ダム
の決壊をモデル化した実験を行いました。（写真－1）。
■ ポケットゼミ
　8 月 20 日－ 24 日と 2008 年 8 月 29 日－ 9 月 2 日の
2 回に分けて、本学 1 回生対象のポケットゼミ「山地
流域で学ぶ自然環境のしくみと防災（藤田教授、竹門
准教授、筆者担当）」を実施し、合計 6 名（工学部 2 名、
理学部 2 名、教育学部 1 名、文学部 1 名）の学生が受
講しました（写真－ 2）。ゼミの内容は、昨年同様、山
岳地帯での自然災害、奥飛騨地方における地形・地
質、水の流出、土砂の流出、渓流生態系に関する講義、
災害跡地、防災施設、環境砂防、観測流域の巡検、渓
流生態系調査の実習と多岐にわたるものでした。今年
も、「これ以上は多分ないだろう」と思えるほど個性的
な学生達が集り、逆に学生達に教えられることも多々
ありました。「食材やゴミにもっと思いやりを」と指導
を受けたり、「世界に羽ばたいて下さい」と激励を受け
たり、「この観測所に関わる人達は個性的な人が多い」
との「君らが言うな！」的なコメントを頂きました。
■ 研究集会
　9 月 19、20 日に、防災研究所共同研究として採択
された研究集会「水文観測ならびに地下探査手法の応
用による土砂災害の予測－新たな観測・探査手法の開
発と応用例－（20K-08、代表者：小杉賢一朗　京都大
学大学院　農学研究科　准教授）」が開催されました。
日本各地の大学や研究機関から当テーマに関わりの深
い研究を行っている学生や研究者が集り、大学院生

14 名を含む合計 35 名が参加しました。1 日目は、観
測所近傍の公民館を会場として研究発表会を行い、2
日目には、観測領域の現地見学会を行いました。朝か
ら夕方まで長時間にわたり、16 件の研究発表がなさ
れ、熱い議論が交わされました。夜は、地元のお祭り
の練習に飛入りで参加し、昨年同様、参加者の一人「バ
イオリニスト」の演奏と、地元の方々の太鼓・笛の演
奏の交歓が行われました。現地見学会では、実際に観
測流域内で地下探査観測を行っている斜面や、水文・
流砂観測地点、土砂生産現場等を巡視し、地下探査技
術活用の現状と将来の技術的進歩や活用機会の拡大等
に関して現場での議論がなされました。

（流域災害研究センター　堤　大三）

 奥飛騨より2008 
－穂高砂防観測所の活動報告－

写真－ 2　ポケットゼミでの実習（ゼミ日程を通して最もキツイ実習）

写真－ 3　研究集会の様子（今年も「穂高スタイル」）

活動報告　activity report

写真－ 1　技術者研修における人工天然ダム実験？の様子



14

　毎年恒例の防災研究所ボウリング大会が平成 20 年
11 月 7 日、ラピュタボウル宇治東（アルプラザ宇治東
店）にて開催されました。今年は各部門・センター間
のスケジュールの調整が難しく、例年より開催日が
早くなり、ソフトボール・ビアパーティーが行われ
て 1 ヶ月も経たないうちに開催告知を出すという慌
ただしさでした。そのためどれだけの方が参加して
くださるか心配されましたが、当日は 70 人近い参加
者が集まり、大盛況のうちに行われました。
　試合は、参加者を 1 レーン毎に 4 人一組に分けて 2
ゲームを行い、レーン毎に合計した成績を競う団体
成績と、各個人の成績それぞれで表彰するという方
式で実施されました。
　まず冒頭に開会式を行い、大見厚生委員長の挨拶
の後、林泰一先生（流域災害研究センター　流域圏観
測研究領域）による始球式が行われ、引き続いて試合
が始まりました。
　試合中は各レーンとも熱気があふれ、ボールを投

げる際の真剣な眼差しと緊張感の後は歓声やため息
が交錯し、ストライクやスペアが出た際のガッツポー
ズやハイタッチも随所で見られました。

DPRI Newsletter No.51

　2008 年 9 月 24 日から 27 日にかけて、流域災害研
究センター・流域圏観測領域の潮岬風力実験所、白浜
海象観測所、フィールド科学教育センターの瀬戸臨海
実験所、気象庁潮岬測候所において、気象海象実習を
実施しました。この実習には、防災研究所、理学研究
科から 6 名の教員、地球惑星科学専攻の 10 名の大学
院生が参加しました。海洋観測、大気海洋相互作用、
大気陸面相互作用、大気境界層、海岸付近の波や風に
よる地形の生成、衛星によるリモートセンシング、太
陽活動変動と地球の気候などの多彩な６つの講義、白
浜高潮観測塔における海洋観測実習、潮岬測候所にお
ける高層観測と地上気象実習、超音波風速計や赤外線
湿度変動計を用いた乱流フラックスの計測実習の５つ
の実習を行いました。内容は以下の通りです。この実
習の受講者には、理学研究科地球惑星科学専攻の「輻
合地球科学実習」の単位が与えられます。

〈講義〉  
（1） 高潮観測塔を中心とした海洋観測・研究 （芹沢 重厚）
（2） 最近の乱流フラックス観測  （根田 昌典）
（3） 海岸で観察される海と風の営力  （竹村 恵二）
（4） 大気境界層の乱流観測について  （林 泰一）
（5） 静止衛星によるリモートセンシング観測 （奥 勇一郎）
（6） 太陽活動変動の地球気候への影響  （余田 成男）

〈実習〉  
（1） 白浜の沿岸地形について（瀬戸臨海実験所付近）  （竹村 恵二）
（2）白浜海象観測所の高潮観測塔における観測実習 （芹沢重厚）
（3） 潮岬測候所における高層観測の実習  （林 泰一）
（4） 潮岬測候所における地上気象観測実習  （林 泰一）
（5） 大気境界層観測の実際（潮岬風力実験所） （林 泰一）

（流域災害研究センター　林　泰一）

試合風景

 潮岬風力実験所と白浜海象観測所における気象海象観測実習報告 

 2008年度防災研究所ボーリング大会 

イベント　event

白浜沿岸における沿岸地形実習のようす
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　試合終了後、表彰式が行われました。団体成績では
1 位：10 レーン（地盤災害研究部門　地盤防災解析分
野）、2 位：1 レーン（気象・水象災害研究分野　暴風雨・
気象環境研究分野）、3 位：4 レーン（気象・水象災害
研究分野　水文気象災害研究分野）の順でした。また
個人成績では中道啓輔氏（気象・水象災害研究分野　
暴風雨・気象環境研究分野）が 2 ゲームで計 385 のス
コアをマークし、見事優勝を飾りました。また女性 1

位の吉山孝子さん（事務室）は全体でも 3 位に入る健闘
ぶりでした。
　今回も外国人研究者を含めた幅広い年代の男女の皆
様が参加してくださり、真剣なプレイの中にも和気
藹々と親睦を深めることが出来ました。この雰囲気が
来年以降も引き続くことを願っております。

（気象・水象災害研究部門　井口　敬雄・
斜面災害研究センター　王 功 輝 ）

2009年 2月

　徳島地すべり観測所は、破砕帯地すべりのメッカで
ある四国の三好市池田町にあります。破帯地すべりは
小出博によって命名された地すべりのタイプで、わが
国においては日本海側に多い三紀層地すべりと温泉地
帯における温泉地すべりを加えた三種類の代表的な地
すべりの一つです。最近では結晶片岩地すべりとか、
他の名前で言われることもあります。池田町に観測所
が出来たのは、徳島県が、地すべりが非常に多い（全
国で 3 番目くらい）のに加えて、県と地元のご理解と、
四国の真中にあってすぐに他県に行けるという地理的
状況があったと言われています。最初の建物は県に
よって建てられて、防災研究所に寄付されたという経
緯があります。昭和 41 年にこの建物が建てられ、官
制上は昭和 44 年に防災研究所の付属の施設になって
います。その後昭和 53 年に防災研究所で新しい建物
が建設され、都合 2 つの建物があります。
　設立当時は、ここから新潟県の地すべりの調査にも
行っていたと聞いています。官制がひかれた後には、
主に四国の中の地すべり地を試験地として調査を行
い、地すべりの発生機構や地下水の流動状況や、地す
べり変動の状況を調査しています。そして対策工の効
果判定の仕方や、どの様な方法で調査を行えば地すべ
りの対策工の効果判定が行われるかについても基礎的

な調査研究を行っています。その上、ここでは日本の
中でもほとんど例がない、一つの地すべり地において、
約 30 年以上にわたって地すべり調査を行っていて、
その地すべり地は 2 ヶ所有って、その観測記録があり
ます。この記録を使って色々な研究が行われています。
　最近では地すべり変動中における地中の土圧の観測
や、地すべり地の中地下水の流下経路（例えば尾根を
越えた所から来ているのではないかと言うこと）につ
いても調査研究を行っています。もし土圧分布が解れ
ば、対策工を施工する場所や工法について新しい試み
をする必要があります。また尾根を越えて地下水が流
れてきているなら、地すべり地に入る前で地下水を抜
いてしまった方が安く対策工を行える可能性がありま
す。また地すべり地における水収支はどの様になって
いるかについても調査研究を行っています。このよう
に徳島地すべり観測所では、地すべりの基礎的なこと
についても、精力的に調査研究を行っています。
　徳島県によって寄付された建物には和室が 2 部屋有
ります。この部屋や食堂やお風呂がありますから、一
応の生活が出来ます。このため国の内外の研究者が多
数訪れています。すなわちこの観測所を基地として、
四国の中の地すべり地等に行って観測研究を行ってい
ます。研究を行う上で非常に便路な施設でもあります。

 観測所だより －徳島地すべり観測所 

ハイライト　highlight

個人 1位の中道氏（左、右は大見厚生委員長） 女性 1位の吉山さん
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　また徳島地すべり観測所は隔地にあります。した
がって地元の人から色々な相談を受けることがありま
す。このときは出来るだけ対応をするようにしていて、
地元の人に喜ばれています。最近では四国においても
土砂災害が多発しています。このようなときには、国
交省や林野庁や県が、地すべりに対する委員会を設け
ます。その時には委員となって、調査や対策について

色々な意見を述べ、問題等の解決に尽力しています。
また実際に現地に行って助言等を行っています。この
ように隔地ならでの行動も求められています。これ
からも隔地での観測所は色々なことが要求されると思
いますが、出来るだけ地元の要求に答えていきたいと
思っています。

（斜面災害研究センター　末峯　章）

DPRI Newsletter No.51

編集後記
　新しい年（2009年）を迎え、そして早くも春を感

じる頃となっておりますが、今年はいやおうなく、研

究活動にも関係して、社会（と環境？）がこれまで以上

に大きく変動していくことが予想されます。

　本号では、防災研究所主催の研究集会等を多く報告

いたしました。ともすればデスクワーク（主にはパソ

コン相手の仕事）にふけりがちなところ、皆で知恵を

出し合い、議論し、そして協力してさまざまなことが

らに取り組んでいくことの重要さを改めて感じており

ます。
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――転入
（平成21年2月1日）
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　　　　　昇任（地震防災研究部門）　←（同部門助教）

――転出
（平成20年12月 15日）
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　　　　　退職（地盤災害研究部門）

　人事異動（平成21年2月1日現在）

掲示板　information

写真　徳島地すべり観測所
右側の建物が徳島県の寄付による建物。




